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〇令和 5 年 6 月定例役員会 
日 時  6 月 10 日（土）14:00～16:00 
場 所  市民センター 

○新入会員 
青木 宏至さん  （元早稲田大学スポーツ科学学術院 准教授） 

住所  東村山市本町 
〇校友会より 

～ 2023 年 4 月 3 日（月）以降の校友会・稲門会活動につきまして（3 月 28 日更新）～ 

本年 4 月 3 日（月）以降は、現役学生や大学関係者を含めた飲食を伴う会合や懇親会の形態として、

立食形式も実施可といたします。また、マスクの着用（校歌等の斉唱時も含む）についても個人の判

断に委ねることを基本とします。ただし、イベントの内容によっては、適宜、マスクの着用を推奨し

てください。 

注）全文は、次号（6 月号）に掲載します（編集部 記） 

第６０回「本庄～早稲田１００キロハイク」は６月４日(日)に東村山市内を通過 

美住陸橋下（多摩湖自転車道･トンネル内）に学生への応援・交流ブースを設営します 

東村山稲門会 

100 ｷﾛﾊｲｸ･応援委員会 

早稲田大学「本庄～早稲田 100キロハイク」開催は今年 60 回を数えて、今や学生にとって早慶戦,早稲田

祭と並ぶ早稲田大学 3大イベントの一つになりました。 

今年も当市を通過する 6月 4日（日）に多摩湖自転車道・美住陸橋下（トンネル内）の一角に応援ブースを 

設営し、母校の後輩 1,000余名に挫折することなく完歩激励の熱いエールを送ります。 

前日 6月 3日の 9時半に本庄市役所をスタートした 2日目の 4日は、既に 60Km強を歩き続けてきた疲労困憊

の学生たちは大隈記念講堂を目指して、所沢キャンパスから狭山公園下を通り、多摩湖自転車道、八坂駅前、

野口橋交差点、小平霊園に至る約 5Km余の市内を間断なく通過します。 

応援・交流ブース周辺で学生への熱いエールを送る集いに皆様の参加をお待ち申しています。 

応援・交流日時 

6月 4日（日）10:30 ～ 13:00 前後。 

例年の「応援ブース前」到着の一番手は 11 時直前ですが。ご都合のつく時間帯に応援・交流ブースに

お出向きください。 

応援・交流場所 

多摩湖自転車道（都立中央公園の北側）の新青梅街道・

美住陸橋下に設営の応援ブース周辺。 

（陸橋下のトンネル内で、当日が雨天でも 

応援ができる場所です） 

応援･交流活動 

①「早稲田大学校友会 東村山稲門会」のぼり旗、 

各種小旗等による完歩激励の応援と交流。 

② 学生の有する清涼飲料水の空き缶・瓶、空き 

ペットボトル、ゴミ等の回収支援。 

③ 学生との交流・支援に「清涼飲料水」、「塩飴」の配布を計画中。 

問合せ先：岡田一郎 （電話 042-399-3232。開催当日は 080-1078-4641） 

 

応援ブースはこのあたり 

美住陸橋手前から進行方向（八坂駅方向）を見た写真 
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4月 8日（土）役員会の概要報告 

１．行事関連 
①市民雑学講座（4 月 15 日<土>、6 月 17 日<土>） 
・4 月 15 日（土）の講座に関して、実施要領を基に運営の確認を行った。 

②旅行会（5 月 10 日<水>～11 日<木>） 
・申込状況の確認（19 名の申込）と、国の旅行支援を受けての旅行となることを確認した。 

③お花見会（4 月 1 日<土>） 
・一般会員 11 名、役員 14 名の計 25 名の参加者の下、盛大であった、と結果報告があった。 

２．各種会議出席報告 
・4 月 7 日（金）  稲門祭 第 1 回運営会議  阿部茂さん、野村さんが出席 
・3 月 29 日（水） いなほ会（婚活相談）の運営会議  山本会長、滝川さんが出席 

３．早稲田大学応援基金（寄付） 
本年については、10 万円の寄付金額とすることを決定した。  

４．本庄～早稲田 100 キロハイクの開催日が決定 
6 月 3 日（土）～4 日（日）開催と決定した。当会としては 6 月 4 日（日）に応援をする。 

 

原稿締切日を土曜日でなく、木曜日に変更 （6月号から） 
～ 6月号の原稿締切日：5月 18日(木) ～ 

理由）① 2 日早めることで、運営会議レビューに向けた校正作業負荷を平準化する。 

② 土曜日から校正作業に着手できるようにする。               （編集部） 

第 116回市民雑学講座のご案内 

演題：時代考証から知る戦国時代の暮らし 

 

講師：小和田
お わ だ

泰経
やすつね

氏   早稲田大学エクステンションセンター講師 

静岡英和学院大学講師 

日時：6 月 17 日（土）14:00～16:00 
会場：サンパルネ・コンベンションホール 

東村山駅西口 ワンズタワー2 階 

放映中の NHK大河ドラマ「どうする家康」をお楽しみのことと思います。 

大河ドラマは時代考証をふまえて制作されています。考証の範囲は衣食住から言葉遣いや所作、小道具にい

たるまで多岐にわたります。時代考証の仕事から戦国時代の暮らしについて解き明かしていきます。大河ド

ラマをより楽しむことができるような情報が満載です。今回は 4 月講演の「徳川家康の人生を変えた戦い」
に続き小和田講師の第二弾の講演です。 

小和田泰経講師は 1972(昭和 47)年東京都生まれ、國學院大學大学院文学研究

科博士課程後期。 

専門分野は日本中世史。2017 年大河ドラマ「おんな城主直虎」に資料提供、

2020年大河ドラマ「麒麟がくる」の時代考証補を担当。 

 

著作「信長戦国歴史検定」学研パブリッシング 2012年 

「写真と絵でわかる日本の城・城合戦」西東社 2016年

 

 

申込は黒田宛て yuji-kuroda@msa.biglobe.ne.jp に又は電話 080-9567-6994 宛て 

6月 13日(火)午後 6時までにお願いします。応募をお待ちしております。 

（黒田 祐司 記） 
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4月１日（土）お花見会 大盛況！！ 

当会唯一の野外イベント「お花見会」は、桜の名所、狭山公園で実に 4 年振りに開催しました。 

昨年は、コロナ禍のお花見として、ハイキング主体の形で実施されましたが、今年はミニハイキングを取り

入れるものの、コロナ以前の形に近い「お花見会」を目指して計画を立てました。 

桜の開花が今年は例年より早かったので、4 月１日は「葉桜」かもしれないと危ぶまれ、開催を一週間早め

るべきだったのではないかという考えも何度かよぎりました。 

しかし、結果的には一週間早めていれば、土日連続の雨天で、今年は“お花見会中止”となっているとこ

ろでした。運よく、しっかりと桜（ソメイヨシノ、ヤマザクラ、サトザクラ等）は咲き誇り、満開状態での

「お花見会」となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻の 11 時には狭山公園「風の広場」に 25 名の会員が集合。最初はミニハイキングです。 

「桜坂」を少し行き、ショートカットの階段を登るとそこにはコバルトブルーの美しい「多摩湖」が眼下に

広がっていました。楽しく会話を交わしながら堤防を渡り切り、「宅部池」、「太陽広場」へと進む、快晴・気

温 22 度の中の約 30 分間のコースでした。 

「風の広場」に戻ると、汗ばんだ身体がビールを要求してきますが、そこは少し辛抱。山本会長の挨拶に続

き、三宅さんの乾杯の音頭で「お花見会」は一気に盛り上がりました。 

簡易座卓テーブルを囲み、自由に歓談する時間と「一人一言」発言の時間を交互に取りながら、久しぶりの野

外イベントの談笑時間が過ぎていきました。 

途中、散策する若い夫婦のご主人が「Ｗ」印の旗を見つけて、「何の会ですか？」と大内さんに話しかけてく

るという場面があり、その方に挨拶をしてもらいました。練馬在住の早稲田の卒業生でした。 

右上の集合写真は、私たちの近くで花見を楽しんでいた小さいお子さん連れのご両親に“カメラマン”をお

願いしたら、快く引き受けて撮ってくれたものです。お礼に私もそのご家族 4 名の写真を撮りました（お子さ

んは将来の早大生？）。 

好天に恵まれて、酒を酌み交わしながら宴たけなわだった 

「お花見会」。あっという間に終了予定時刻の午後 2 時が過ぎ、 

岡田さんの結びの挨拶、最後は全員総立ちでの校歌 1 番斉唱で 

「お開き」となりました。 

その後、全員であと片付け。「立つ鳥跡を濁さず」で見事に 

“開始時より綺麗”になりました。 

実に充実した１日!! 皆さん、本当にありがとうございました。 

参加者 25名（敬称略） 

青山稔、一色泰久、伊藤栄、大内一男、岡田一郎、小野浩一、黒田祐司、小森敏孝、崎山裕子、佐久間卓、 

田口政澄、髙橋正夫、滝来京子、滝来洋二、當間昭治、富澤文雄、野村茂樹、平井康雄、藤井省、 

堀田秀夫、堀江泰夫、町田光髙、三宅良太、山本岩男、吉田勝、       （小森 敏孝 記･写真） 
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第 115回 市民雑学講座 報告 

演題：徳川家康の人生を変えた戦い 

講師：小和田泰経氏 

早稲田大学エクステンションセンター講師／静岡英和学院大学講師 

日時：2023年 4月 15日（土）14:00～16:00 

会場：サンパルネ・コンベンションホール 

東村山駅西口 ワンズタワー2階 

講師の小和田先生は NHK大河ドラマの「資料提供」や「時代考証」に携る 

一方、「ぶっちゃけ寺」や「林修の歴史お宝ミステリー」など数多くテレビ 

出演をされています。また「戦国合戦史辞典 存亡を懸けた戦国 864の戦い

（応仁の乱から大坂夏の陣までの合戦を時系列で紹介）」などの多くの著書も

出版され、言わば「戦国時代のスペシャリスト」です。 

今回の講演は早稲田大学エクステンションセンターで６回に渡って実施されたものを１回に圧縮して行っ

て頂きました。講演の冒頭で“泰経”は本名であるというお話がありました。歴史学者の父・小和田哲男氏

が室町時代後期の東京都豊島区を本拠にしていた武将“豊島泰経”に因んで名づけたということでした。 

徳川家康がなぜ天下人（てんかびと）になれたのか。 

6つの戦いを時系列で地図や武将名の入った地図をスクリーンに

映し出して分かり易く解説して頂きました。以下はそれぞれの戦

いの印象深い言葉です。 

 

１．桶狭間の戦い：駿府で人質になっていた家康。尾張への進出

を画策する今川氏。織田信長の反撃。家康は桶狭間でなく大

高城にいたので助かり岡崎城に入城。家康は西三河の今川方

を駆逐、三河を統一した。 

２．三方ヶ原の戦い：遠江（とおとうみ）への進出を図る家康。 

家康の遠江侵攻。掛川城の包囲。今川氏の滅亡。家康は今川氏真と和睦したとの理由で自分を 

非難した信玄と断交。4年後三方ヶ原にて追撃した家康は信玄に敗れ浜松城に敗走。 

３．長篠の戦い：3年後家康軍は馬防柵の最前線に布陣、鉄砲により武田騎馬隊を阻止、武田軍の敗走。 

7年後に信長による甲州攻めで武田氏は滅亡。家康も信長に従って参陣。 

４．小牧・長久手の戦い：家康はこの戦いで秀吉に敗北せずに和睦。敗北していたら「関ヶ原の戦い」は

なかったかも。これを機に秀吉に服従。豊臣政権ナンバー２の座を確保。 

５．関ヶ原の戦い：家康の東軍と石田三成の西軍の戦い。西軍の毛利・吉川 3万は動かず。 

西軍の小早川秀秋を味方につけ、小早川勢１万 5000余が西軍大谷陣を攻撃し西軍は劣勢に、そして

総崩れに。 

６．大坂の陣：将軍となった家康。2年後には将軍職を辞して秀忠に譲渡。家康が秀頼に臣下の礼を要求

し淀君が反発。冬の陣で真田丸攻略に失敗、和睦、その条件として大阪城の堀埋め立て。翌年の夏の

陣。真田信繁隊の家康本隊攻撃で混乱するも兵力に勝る徳川軍により豊臣軍は壊滅。 

 

小和田先生の豊富な知識に基づいた、流れるような「語り口」に参加者は引き込まれてしまいました。 

6月の市民雑学講座も講師は小和田先生です。６月を楽しみにする人も多くいるだろうと確信しました。 

◎来場者数 74名（市民 46名 会員・ご家族 28名）   

会員名（敬称略）  

青山、伊藤、大内、岡田、加藤、上町、鴨田、黒田夫妻、小森、崎山、佐久間、副島、滝川、千葉、 

當間夫妻、富澤、平井、藤井夫妻、真泉、町田(和)、町田(光)、三宅、安田、山本、吉田勝 

（小森 敏孝 記、 大内一男・佐久間 卓 写真） 
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～北山公園菖蒲祭り及び近辺文化財巡り、そしてランチ交流会～ 

東村山八国山の南麓に残っている緑豊かな自然や、歴史ある文化財巡りをして東村山に住む素晴らし

さを感じたり、おいしいランチを食べながら気軽なお喋りを楽しんで、交流しましょう。 

・日  時：6 月 3 日（土） 東村山駅西口（コープみらい前）10:00 集合 

・ウオーキング：北山公園（菖蒲祭り）、正福寺、東村山ふるさと歴史館巡り。（2 時間弱） 

・ラ ン チ 会：12:30～14:00（受付 12:20）。 

東村山駅東口近くのレストラン「リヴィエル・ドール」。会費：3,000 円 

★菖蒲祭り 新緑の八国山を背景に広がる自然豊かな北山公園に約 10 万本の花菖蒲が咲いており、菖蒲

祭り開催中。 

★正福寺地蔵堂  室町時代に建てられた木造唐様建築物、東京都で 2 つしかない国宝建造物の一つ。 

★ふるさと歴史館 東村山市内で発掘された土器、石器等、古文書が展示され、市内の文化財やその歴

史等も知ることができます。令和 2 年下宅部遺跡が、国重要文化財になった。その

下宅部遺跡出土品写真展（稲門会元会員、故野中昭夫氏撮影による）も展示されて

います。 

男性会員、ご家族の方のご参加も大歓迎です。ご参加ご希望の方は、5 月 20 日迄に、世話人迄ご連絡下

さい。                                 （滝川 桜子 記） 

世話人：上町 弓子 TEL 090-6540-3594 
滝川 桜子 TEL 042-394-8187 

 

 

3 月 31 日第 64 回参加者 4 名（敬称略）：赤荻（元会員夫人）、三宅、吉澤、大森。 

期末で多忙のせいか 4 名の参加となりました。少人数の為今回は〝永〟字を全員で研鑽する

ことにしました。皆に共通することは、〝永〟字の中で〝ハネ〟〝右ハライ〟が思うように

書けない事です。この二点を前半集中して筆の運びを学びました。書かれた半紙に朱で筆を 

入れ数多く繰り返し留意点を憶えていただきました。完全にマスターしたと迄はいきませんが要領は理

解された様です。後半は〝永〟字一文字を半紙に揮毫 

いただき添削を何度も繰り返しました。次回から暫くは 

大学の書道会がご指導いただいた先師金子清超先生の書を 

中心に学びたいと思います。 

・第 67 回開催日 5 月 31 日(水) 

・第 68 回開催日 6 月 30 日(金) 

世話人：大森 平八郎 TEL 042-391-0535 

○開催日：毎月末日。 
但し、公民館は月曜日が休館の為、 
月末が月曜日の時は前日(日曜日） 

○開催時間：午後 3 時 40 分～5時 
○開催場所：萩山公民館  

（住所：萩山町 2-13-1  TEL 042-393-3170） 

  

第 128 回「稲酔」俳句会は、4 月 27 日(木)午後１時から、東村山市社会福祉センター 

第一会義室に於いて、実施されましたが、本欄の締め切りは間に合いませんので、次号ニュ

ースでご報告させて頂きます。 

「俳句」は決め事が多くて、難しいのでは・・・？と思われる方もおられるかと 

思いますが、当会は、特定の流派に囚われる事は無く、会員夫々の考えに任せ、 

五・七・五のリズムで、自由に感慨を披瀝し合う楽しい句会です。 

(勿論、句壇・歌壇の重鎮も居られ、貴重な助言も受けられます。) 

過去 21 年に及び「稲酔」句集（各回の会報）が会員の手元に残されており、人生折々の大事な、また貴重な

自分史の記録とも言えるかと思います。 

次回、129 回「稲酔」句会は、6 月 22 日（木）の予定です。 

「句会の様子を覗いて見ようかな」と言う方、大歓迎です。どうぞお気軽にお立ち寄りください。（稲雀記） 

世話人 ：井垣  和太   TEL 04-2924-2934 

  黒田  祐司   TEL 080-9567-6994 
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春、歌え、歌え、光の若人よ 

三年有余のコロナ禍に翻弄され続けてきた私達。とりわけ、人生の節目である学校の

入学、卒業にあたる期にこのコロナ禍に遭遇してしまった子供達。マスク生活、黙食、

対面授業の制限、人との出会いや会話もままならず、楽しみである部活動、課外活動も

大きな制限を受け、目標である大会や発表会も中止や無期延期となるなど。 

そして、校歌を一度も歌うことなく卒業する無念さ、まことに気の毒で、どこかで、 

その分の幸せを得てほしいと願わざるをえません。 

新年度の今年 4 月、早稲田大学の入学式の様子がテレビで放映され、学生達が一堂に会して、声高らかに

校歌を歌っているのを見て、私達も晴れやかな気持ちになりました。 

音楽同好会も何度となく活動を始めようとする矢先に感染状況が悪くなるというパターンで挫けそう

になりましたが、ようやく春が来て、再開できそうです。 

日時：6 月 2 日（金） 14:00～16:00 

会場：恩田ふれあいセンター集会室（TEL 042‐399‐1551） 

久しぶりに皆さんで声を出してみましょう！ 
簡単な体操、ストレッチ、カラオケにもチャレンジしてみましょう！ 

歌集をお持ちの方は持参ください。会場にも用意します。 

なお、内容については、例会のほかプラスを皆さんと考えていきたいと思います。（北野 二郎 記） 

世話人：北野 二郎 TEL 04-2925-7893 
髙橋 文子 TEL 042-449-5018 

  

 

 

第 92回早慶レガッタ 

(4月 16日<日>)応援報告 

当日は浅草寺雷門で集合し、にわか雨、雷が落ち着くのを待ってゴールの桜橋へと

移動した。‘23 年は、3 年ぶりに応援席が設けられ通常応援開催が実現した。我々の

数人もその中で応援することができた。我々の主目的である対抗エイトは、雷の影

響を避けるために発艇時刻が最終的には 25 分繰り下げられ 15 時 15 分となった。 

レースは残念ながら 4 挺身差の完敗である。これで対戦成績は、早稲田の 48 勝 42 敗 1 同着となっ

た。レース終了後、アサヒグループ本社ビアホールで西東京稲門会の同士との懇親会(下記写真参照)を行

った。以下は、東村山稲門会に近年の入会した方々(敬称略)のレガッタ現地応援に対する感想の一言です。 

・伊藤栄(平 5 年理工院)：残念ながら敗戦でしたが、 

学生時代含めてはじめての観戦で、スタジアム 

のスタンドと異なりとても新鮮でした。実際に 

ゴールの瞬間はあっけないので、その後の 

懇親会も含めて「観戦」だと思います。 

西東京市の方とも繫がりでき、とても良かった 

と思います。 

・平井康雄（昭 55 法）  ：雷門前で雨宿りしながら 
インバウンドが戻ってきた雰囲気を味わった。 
ゴール付近の会場では早慶の応援合戦に参加し、目の前を 2 艘の艇がすぎていく。伝統の一戦を堪能

しました。懇親会も楽しく充実の一日でした。 
・田邉 正史(昭 56 理工)：非常に多くの観戦者に驚きました。言問橋上の観客はそれ程でもないので応援

に適していると思いましたが、応援団の応援と早慶戦のお祭り気分を満喫するならば今回のスケジュ

ールが適切だということがわかりました。やはり一度は経験してみないとわからないものですね。 
なお、今年から田邉さんはワセスポ世話人となり、関心を持っているラグビーの担当してもらいます。 

参加者：伊藤、大内、小森(応援のみ)、髙橋（正）、田邉、富澤、平井  
（富澤 文雄 記 大内 一男 写真） 

  担当世話人 富澤 文雄 080-5086-8461

世話人 小森 敏孝 090-5199₋5300 

   世話人 田邉 正史 090-3132-5025 
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「町なかの自然観察・撮影ツアー」へのお誘い 

今回は、初めての試みとして、現地でカメラ撮影を学ぶ『撮影会』を企画しました。 

講師には、当会会員の湯浅英司さん（里中遊歩さん）にお願いしました。湯浅さんは、野生動物研究家で

ご自分で撮影した写真で構成した野鳥図鑑などを数多く出版し、テレビにも出演されています。 

当会会員ならばどなたでも参加できますので、お気軽にご参加ください。 

記 

日 時：5 月 30 日（火）14:00～17:00 

会 場：『遊歩堂珈琲』に集合。 

小平市小川町 1-75-4-103 TEL. 042-313-2660  東大和市駅から徒歩 3 分 

https://yuho-do.com/yuhodocoffee-TOP.html 
当日の予定：①会場にて、風景・野鳥昆虫の観察・撮影について基本的なお話し。 

②会場周辺（都立薬用植物園、野火止用水・多摩川用水）を散策・撮影。各自が見つけた対

象物を撮影するときに講師からアドバイスを受ける。 

③会場に戻り、撮影した写真を振り返る。 

参加費：無料。 

その他：・スマホ、デジカメ、一眼レフなど使い慣れたカメラをご持参ください。 

・雨天の場合は中止。当日 9:00 に、東村山稲門会ホームページのお知らせに 

開催可否を掲載します。 

★参加希望者は、5 月 23 日（火）までに、藤井（satofj00@jcom.home.ne.jp）へメールで連絡ください。 

お待ちしております。                         （藤井 省 記） 

 

世話人： 藤井 省  TEL 080-1112-6182 
小菅 宏 

 

 

3 月 17 日（金）市民センターで第 88 回の会を開催しました。 

1．雑学英語   担当 宮元     海外処々topics 

India で驚きました。会議をして昼食どきに社内食堂に招待されましたが、4～5 種類のカレーでした。従

業員は、自宅からカレーのお弁当を持ってくるか食堂のカレーを楽しみます。ホテルでは 40～50 種類の

カレーがバイキングででてきました。日本人には 2 週間のカレー攻めはタフでした。 

2．Listening and Reading（VOA より）    担当 山本 

US Changes Policy, Will Send Tanks to Ukraine. 
米国の当局者は、ロシア軍と戦うために M1 エイブラムス戦車をウクライナに送る

ことに同意して、多くの専門家を驚かせた。米国は 31 両のエイブラムス戦車を送る

と発表し、ドイツは 14 両のレオパルト 2 戦車を送ると発表した。  

3．雑学英語  担当 黒田 

アメリカジョーク集：ジョークの違いから文化が見える！ (20) 

3 月 17 日はセントパトリックスデーです。アイルランドの聖人パトリックスの命日、カトリックの祭日

です。米国も祝日で、帽子、服等緑色を身につけて祝う日から「緑の日」とも呼びます。アイルランド系

米国人：約 3,600 万人（総人口のおよそ 12%）当初アイルランド人は歴史的にイングランド人に支配され、

カトリック教徒であることから不当な差別を受け、米国へ移民した。有名人では、（大統領の） 

ケネデイー、レーガン、クリントン、オバマ、バイデン、（在日大使の）マンスフィールド他。 

 Why do most people wear shamrocks on St. Patrick’s Day? 
Answer : Because you can’t wear real rocks…they are too heavy! 
質問：セントパトリックスデーに多くの人々が shamrocks を身に着けるのですか？ 

回答：本物の岩 rocks は重すぎるからです。注) shamrocks：緑色三つ葉のクローバー、アイルランドの国花。 

＊参加者 4 名（敬称略）岡田、宮元、黒田、山本 

4 月以降の開催日 5 月 19 日（金）14:00～16:30 ZOOM オンライン開催 

 6 月 16 日（金）14:00～16:30 市民センター開催      （山本 岩男 記） 

世話人：山本 岩男 TEL 090-6011-8139  
黒田 祐司 TEL 080-9567-6994 
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コロナ以降中断した対面によるカラオケ例会第 10回目 

対面による第 10 回例会を 4 月 20 日(木)14:00～17:00 多摩湖ふれあいセンターで開催し

ました。荒巻さんが手書きの譜面を持参したので聞いたら、歌謡曲の新曲をテレビで見な

がら譜面に記載したと聞いて全員びっくりしました。一時休憩を挟み 3 時間愛唱歌を熱

唱しました。 

髙橋（正）：長崎は今日も雨だった、倖せはここに、若いふたり、南の薔薇、湖愁、マロニエの木蔭。 

井 垣  ：加賀の女、細雪、哀愁列車、浪曲子守唄、黒い花びら、昭和・路地裏話。 

山 本  ：忘れな草、シクラメンのかほり、霧の摩周湖、君は心の妻だから、恋の町札幌、 

白いブランコ。 

荒 巻  ：裏窓、男の港、星空に両手を、雨やどり、女学生、それは恋。 

黒 田  ：江梨子、霧氷、雨の御堂筋、旅人よ、カスバの女、別れの一本杉。 

次の 2 回の開催日： ＊5 月 18 日(木) 14:00～17:00  ＊6 月 15 日(木) 14:00～17:00 

いずれも多摩湖ふれあいセンター。                       (黒田 祐司 記) 

世話人： 黒田 祐司 TEL 080-9567-6994 
髙橋 文子・荒巻 優之 

久米川テニスコート解体、シチズン時計コートが代替候補 

東村山市令和 5 年度歳出予算として「久米川テニスコート解体撤去工事費」約 3 千 8 百万円が

計上された。市民に親しまれ、わが同好会も創立時より利用してきたコートが解体されることに

なる。一方、前川公園整備事業費として 12 億円が計上され、市報には「既に備わっている野球 

場やテニスコートを生かしながら公園施設の整備を進める」と概要説明があり、現在のシチズン健康保

険組合のテニスコート（野口町）が代替地となる。 

＊3 月例会実績：開催数 3 回・総時間 12H・総参加者 25 名・1 回平均参加者 8.3 名 

＊3 月中旬～4 月中旬の活動 

3 月 22 日の例会は WBC 決勝戦と時間が重なり、ベンチでは野球の途中経過が気になりテニスどころ

ではなかった。3 月 27 日は昨年入会した新会員 4 名全員が 3 カ月ぶりに勢揃い。若いだけに上達が早

い。4 月 3 日、大学職員を勤めた青木宏至さんが黒田さんの紹介で体験レッスンに参加し 2 時間プレーし

た。4 月 12 日、ラケットにボールが当たらずに空を切るシーンがあるほどの強風に見舞われた。  

 

 

 

 

 

 

 

（吉田 劭文 記） 

世話人：野村 茂樹 TEL 090-4248-3069 
吉田 劭文 TEL 090-5992-6576 

 

日程 時間 人数 参 加者名  （敬称略・五十音順） 

3/18 4H ― 雨 天中止  

3/22 4H 7 名 黒田・滝来（京）・田島・當間・野村・山口(修)・吉田 (劭) 

3/27 4H 10 名 定方・滝来（京）・田島・千葉・野村・平井・山口（修）・吉田（劭）・吉田勝・吉原 

4/ 3 4H 7 名 黒田・定方・滝来（京）・當間・野村・平井・吉田（劭） 

4/12 4H 8 名 黒田・田島・當間・野村・平井・山口（修）・吉田（劭）・吉田勝 

 

４月 1４日（金）12 時半より市民センターにて例会を開催しました。 

今回は欠席者が多く参加者は 7 名でした。 

今回は初心者と級段者との対局も多く取り入れました。 

初心者の中には目覚ましい進歩を遂げている人も出てきました。 

今後が大いに楽しみです。 

参加者： 青木、一色、杉本、田島、千葉、堀田、町田（光） 

次回例会は 5 月 12 日（金）12:30～16:30 市民センター第 6 会議室です。 

世話人：青木 淳 TEL 090-6520-3545 
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新入会員です。よろしくお願いします！ 
                     杉本 優（昭和 52法。久米川町在住） 

大学卒業後、三井物産の IJPC(イランの石油関連プロジェクト)

に参加しました。監督としてで、手元にベトナム避難民とかイラン

人とか 30～40人位いました。丁度この年にイラン革命の口火が切 

られ、確か後半には戦車が登場したり、現場で機銃掃射があったり結構騒がしか

ったです。当方は早めに稼いだ金 100 万円ほどを持ってギリシャに出国しまし

た。その後、1年くらいはヒッピー旅行をし、ロンドンの日本食レストランの社

員宿舎を最後に帰国しました。 

職探しでは、幸運にも早稲田の 10年先輩が中東地域を中心に小さな貿易商社

をやっていたので拾って貰いました。その後 35年間ほど中東及びアフリカで稼

がせて貰いました。その間、イラクでは猪木議員の仕立てた救援機で脱出を図 

かったとか、リビアのカダフィ大佐から逃げるため、確かスペイン軍の救援機に便乗させて貰ったとか、大変

であまり良い思い出はありません。 

3年程前のコロナ騒動の始まりにあたり、潮時と思い退職する事にしました。 

退職後は積立金回収だけでは暇な故、東大和市の「雑木林の会」と言う狭山緑地保全のボランティア団体に入

会、チェーンソー・刈払機・整地用軽車両のライセンスを持っているので、週一回 2～3時間活動しています。 

退役するにあたり、目標を「85歳で eleven-taxi(自分の脚で歩く)、90歳でピンコロ」と決め、1年ほど前

から東村山スポーツセンターで週一回 2時間程「合気道」を始めました。目的は「転倒骨折」の予防で、受け

身と体捌きを習得する事です。 

今後も稲門会にゆる～く、なが～く関わらせていただきたいと思っています。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

新入会員です。 
佐久間 卓（昭和54政経。富士見町在住） 

天気が良ければ、日の出とともにカメラを持ち出し、近くの 

空堀川を中心に野鳥撮影。午後は猫と昼寝した後、音楽鑑賞と

理系読書三昧の毎日。信託銀行を退職して2年。曜日の感覚が 

希薄となって、カレンダー確認が欠かせないという困った新入会員です。 

なくなった父（元東村山稲門会会員）の赴任先、愛知県半田市で生まれ、

伊勢湾台風上陸を経験したのち東京へ。市立南台小学校、1中、都立武蔵、早稲

田予備校、早稲田大学と学生時代を過ごしました。その間、ずっと継続してい

る趣味が天文学全般です。 

思い出：今や名ばかりとなった富士見町ですが、中学時代にはまだ畑が多

く、どこからでも富士山を望むことが可能でした。自宅の庭先から日没直後の稜線上に、1974年、コホーテ

ク彗星の4分裂核を捉えた記憶があります。 

高校天文部のとき、縁あって国立天文台堂平山観測所に一泊。91センチ反射望遠鏡で見せていただいた土

星とその衛星群が立体的に見えてしまったのが印象に残っています。（今では岡山天体物理観測所の188セン

チ望遠鏡も個人利用可能です！） 

会社勤務時は一時中断していましたが、南十字星やマジェラン星雲にあこがれ、家族で豪州エアーズロッ

クへ。濃淡のある天の川と暗黒星雲に感動。立山連峰で見た星空以上の経験ができました。国内で流星雨、

皆既日食、金環食観察も実現。（オーロラは寒いので却下中。） 
これから：物騒な事件も増え、平和ボケのそしりもありますが、気力体力があるうちに何かやりたいと感

じていた矢先、来年10月に月明りはあるものの、明るい新彗星が来るとの報。狭山湖堤防でも撮影可能です

が、その雄姿を見るとすれば人里はなれた奥多摩、秩父あたりまでは、、。遊びといっても危険な山道。クマ

に遭遇したこともあります。どうなりますことやら。 
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○3 月に大学のラグビー仲間 12 名と水戸で同期会を開催した。酒を酌み交わすなかで菅平

での夏合宿や様々な試合の記憶が蘇ったが同時に年齢を重ねたことも実感した。                 

（小野 浩一 記） 

次号の締め切りは 5 月 18 日（木）です。皆様の投稿をお待ちしています。 

送付先 藤井 省 FAX：042-393-1403  E-mail：satofj00@jcom.home.ne.jp  

および小野 浩一 onok@nichirei.co.jp ・ 伊藤 栄 isakae0@gmail.com 
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日 曜 時  間 日 曜 時  間

ウオ―キングの会 － － － ＊ ＊ ＊ 町田(和) 090-9133-0567

郷土史の会 － － － － － － － 阿部茂 090-2464-1653

1 月 9:00～13:00 3 土 9:00～13:00

12 金 9:00～13:00 5 月 9:00～13:00

22 月 9:00～13:00 14 水 9:00～13:00

24 水 11:00～13:00 23 金 9:00～13:00

31 水 9:00～13:00 28 水 9:00～13:00

囲碁 同好会 12 金 12:30～16:30 13 火 12:30～16:30 青　木 042-396-3545

カラオケ同好会 18 木 14:00～17:00 15 木 14:00～17:00 黒　田 080—9567—6994

園 芸 の 会 2 火 14:00～15:30 － － － 當　間 042-391-6023

麻雀 同好会 － － － 18 日 12:30～18:30 阿部茂 042-332-0298

音楽 同好会 － － － ２ 金 14:00～16:00 北　野 04-2925-7893

俳句 同好会 － － － 22 木 13:00～16:00 井　垣 04-2924-2934

ゴルフ同好会 － － － － － － 紅松 喬 042-393-6924

グロ－バルサロン英語の会 19 金 14:00～16:30 16 金 14:00～16:30 山　本 090-6011-8139

女  子  会 － － － 3 土 10:00～14:00 滝　川 042-394-8187

早稲田スポーツを応援する会 28 日 12:30～17:00 小　森 090-5199-5300

書 道 同 好 会 31 水 15:40～17:00 30 金 15:40～17:00 大　森 042-391-0535

写真を楽しむ会 30 火 14:00～17:00 － － － 藤　井 080-1112-6182

パソコン同好会 ２０ 土 13:00～15:00 3 土 13:00～15:00

17 土 13:00～15:00

雑学講座 － － － 17 土 14;00～16:00 黒　田 080—9567—6994

100キロハイク応援 － － － 4 日 10:30～13:00 岡　田 080-1078-4641

旅行会 10-11 水木 7:20集合 吉田勝 080-5420-2978

小　菅 090-6938-9694

    　　　　　　　同好会･イベント　短期予定表 ―：対象月に開催予定無し、＊：ニュース編集時点で未定。

同好会・行事
5 月 6 月 世 話 人

（問合せ先）場　所 場　所

－

テニス同好会

運動公園Ｃ 柳泉園Ｂ→Ｅ

＊

－

090-5992-6576

運動公園Ｃ 運動公園Ｃ

運動公園Ｃ 運動公園Ｃ

柳泉園Ｃ 運動公園Ｃ

運動公園Ｃ 運動公園Ｃ

吉田(劭)

市民センター第6会議室 市民センター第4会議室

多摩湖ふれあいセンター 多摩湖ふれあいセンター

市民センター第5会議室 －

－ サロン「園」

－ 恩田ふれあいセンター

－ 社会福祉センター

萩山公民館 萩山公民館

－ －

ZOOMオンライン 市民センター

－ 東村山駅西口(コープ前)集合

神宮球場 第6番ゲート入口

東村山駅東口

東大和市駅近辺で撮影会 －

新青梅街道の美住陸橋下－

シルバー人材センター

－ サンパルネホール

シルバー人材センター シルバー人材センター


